
臼杵市佐志生

大分市馬場

大分県

臼杵市佐志生と大分市馬場
の竜巻襲来地点（連続した同じ竜巻の通過）



藤田哲也博士の
仮説竜巻モデル
（Suction Vortex 

Hypothesis）

竜巻に関する藤田哲也博士の仮説（Suction Vortex Hypothesis）を博士の自分史として書かれ
た本より引用する。博士は300以上の竜巻被害の痕跡を低空飛行機から撮影された高品質写真

画像によって，小さな渦巻く風によって創られた地上のマークの存在を明らかにした。
一般には，小さなハリケーンの様に動く大きな渦巻きは，小さな渦巻きが物体を持ち上げる間

に，物体を吹き動かす。換言すると，大きな渦巻きはblowerのような動きをし，小さな渦巻きは
suckerのような動きをする。航空機からと地上で撮影された円形地上マークに基づいて，1971年
に円形マークが小さいけれども強力な渦，即ち，Suction Vortexが竜巻のコアの周囲を回るように

動くことによって作り出されると結論付けた。如何に強力な渦であっても上向き動きがゼロである
地上では破片瓦礫は持ち上がらない。以上のことから博士は複数のSuction Vortexを伴う竜巻モ

デルを作り図示している。

（山村、2007）
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九州・山口における
竜巻発生地点

（1971～2005年、気象庁）

九州の県別・原因別
の竜巻発生頻度

（守田、2007）

山口、福岡、佐賀、長崎、大分、熊本、宮崎、鹿児島

その他

前後通過時

台風時



諫早市 干拓の里（諫早市）

防風ネット観測用
風速風向計の倒伏

諫早湾干拓地



台風４号

2007年7月13～15日

大型で非常に強い台風



台風４号

風向
最大風速

風向
最大瞬
間風速

レーダー
エコー
画像

2007年
7月13日

10時

気象衛星
可視画像
2007年
7月13日

10時
那覇市に
最接近時



台風４号に
よる強風害

琉球大学



琉球大学

台風4号による強風害



台風11号経路図

久米島を直撃

2007年9月14～15日

非常に強い台風

気象
衛星
可視
画像

レーダー
エコー図

台風11号



台風１２号 西表島を直撃

非常に強い台風

台風12号経路図

気象
衛星
可視
画像

レーダー
ｴｺｰ図



琉球新報

台風12号による被害の状況電柱の折損・倒伏が

激しい。電柱の強度基準を変える必要がある。



台風15号の通過経路

と台湾に上陸直前の天気図
大型で

猛烈な台風

地上天気図（2007年10月6日12時）台風15号経路図（2007年10月7日9時)

与那国島を直撃



宮
古
島

台風15号時の人工衛星による気象衛星可視画像

と降水濃度を表すレーダーエコー図

与那国島を直撃

2007年10月6日12:00 2007年10月6日11:30



本部町備瀬
のフクギ

世界最強の防風林



台風関係、まとめ（１）

九州は2000～03年の４年連続台風上陸０、一方2004
～07年は４年連続して上陸、2004～06年は強い台風

の眼が福岡県を通過した。連続性の異常性がある。

0613号では西表島で69.9m/sなど猛烈な強風が吹き、
長崎上陸に伴って、宮崎・大分県で竜巻5個が発生し、
列車転覆など50年来の被害となった。

沖縄・八重山地方では、台風の影響が一時期に少な
かったが、近年増加の傾向があり、かつ猛烈な台風が
増加する傾向がある。

2007年は八重山地方を襲った12号、15号台風は強
化の傾向がある。また沖縄本島・久米島を襲った4号、
11号台風もその傾向がある。
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